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金町田い線を巧みに踏み合わせて全体的組描を形作り、特の部分にli世小4益金的粒を瑠慢するという高度
な控摘が見られる。中心の雨粒協とその四方町小円前に1$ トルコ石などの賓石が桜めこまれ華やかさを
湧出している.北索時代の貧族の墓から尭見されたもので 当時田貧揖人たちが身に艦付たアクセサリー

の1つであろう.
『誕生!中国文明j届 か

紀元前2000年明、中国最初の王朝がおかれた互の時代からjtSl1が蝿tした1100年頃まで 河南省1$中国田
政治.経清 文化的中心地として栄えた。こ白河南吉で出土した世々 の名品に焦点をあてた中国宜明白誕

生と発展町跡を嗣介する興峠理い展覧会。
.東京展 20 1 0~手7月6日 (火) -9月 5日 ( 目 ) 東京国立t~物陣 (東京銀)
・九州贋2010-'手10月5日{火)-11月28日(日}丸州国立1噂物個(福岡県太宰府市}
.奈良展2011年4月5日(火)-5月29日{日}奈良国立情物個(奈良市}
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也会話立⑪周年記念

ご挨拶

社団法人日本金地金流通協会
設立30周年を迎えて

社団法人日本金地金流通協会

会長古宮隆充

1980年に設立された日本金地金流通協会は、本年30周年を迎えました。これもひとえに正会員、特別

会員、登録庖および賛助会員の皆様方のご支援とご協力によるものと深く感謝申し上げます。

当協会は、 1978年の金の完全自由化後に無秩序に出現した私設の金市場による一般消費者の被害が多

発したことから、金地金の健全な流通機構の整備と正しい知識の普及を図り、 一般のお客様がいつでも

どこでも安心して賞金属地金を取引できる環境を殺備することを目的に設立されました。当協会ではそ

の目的を達成するために、これまで次のような活動に取り組んでまいりました。

①機関誌rGOLD& PLATINUMJの発行
②Webサイトによる賞金属情報の提供

③新聞 雑誌広告による当協会および加盟各社の周知

@研修会のImfU1

⑤マネーロンダリング対策関係法施行に伴う普及・P"If号車活動

また、本年は30周年記念事業として次のイベントを実施いたします。

①南アフリカ視察研修 (3月)

②金貸プレゼントキャンペーン(10-11月)

③記念セミナー (10月)

2008年のリーマンショック以降、世界的な金融不安を背景に、安全資産としての金にかつてないほど

の注目が集まりました。投資家のリスク回避の動きが活発化し、安全資産として、また通貨の代管投資

先として金に資金が流入しました。その結果、賞金属相場はドル建てのみならず欧州各国の通貨建てで

も最高値を更新し、囲内小売価絡も今年5月には27年ぶりの高値となりました。自!日絡高艇がテレビや新

聞で{云えられると、手持ちの賞金属製品を換金するために初めて底頭に来られるお客様が急増し、各庖

舗では順番待ちの長い列ができました。過去にも何度か金ブームと呼ばれる時期はありましたが、 今回

ほど、たとえば主婦や若者といった、投資家以外の広い層にまで寅金属が認知されたことはなかったの

ではないでしょうか。賞金属取引の今後の広がりに大いにJVI待が持てる状況であるといえます。

しかし、その一方で、全国各地でにわかに増えた賞金属工Z取業者の存在が懸念されます。その業者の

多くは適切な品伎鑑定を行わず、業界の基準価格と比べてはるかに安い価絡で!1.取りを行っているとい

う話も聞いております。とのような日取り方法に問題があると思われる事例が広がれば、当協会がこの

30年間に築いてきた賞金属取引の信頼性に影響を与えかねません。特に金は安全資産としての只いが

入りやすく、金ETFの残高も増加傾向にあることから、再びl詰高値を更新する展開が予想されます。1't
金属や取引形態についての知識が少ない初心者のお客様が今後ますます増えることを考えますと、 1't金
属買取業者の問題だけでなく、賞金属を悪用した新たなトラブルなどが発生するととも十分に考えられ

ます。

当協会としましては、正会員、特別会員、登録倍、賛助会員の問で定、見交換や情報交換をさらに活発

に行い、不正行為の監視を強化していく必要があると考えます'0 そして、引き統き公正な価絡で安心し

て賞金属地金を取引していただける環境をお客機に提供していくことが、賞金属製品のリサイクルシス

テムの確立、ひいては資源の乏しいわが国にとっての賞金属の安定供給の雌保につながるものと期待し

ております。

加盟各社におかれましてはどうぞ当協会の活動をご理解いただき、さらなるご支援をたまわりますよ

うお願い申し上げます。

GOLD & PLATINUM/20lO no.31 3 



4 

箇会誌立⑫周年齢

祝辞

(社)日本金地金流通協会
設立30周年に寄せて

経済産業省資源エネルギー庁

鉱物資源課長安永裕幸

社団法人日本金地金流通協会が設立30周年を迎えられましたこと、心よりお腹ぴ申し上げます。

乙の30年|湖、我が国経済は、高度経済成長、経済摩擦や円高不況、パプル経済の崩壊、そして、リ-

7 ンショックに端を発した世界的な金融危機など、いくつもの大きな変化を経験してきましたが、 1'1:協

会は、金や賞金属地金の正しい知識の普及や健全な取引をtff:)/主され、重要な役制を架たしてこられまし

た。

貨協会が設立された頃を振り返りますと、金取引の自由化により取引が非常に活発化し、アフガニス

タン情勢の緊迫化等を背景とした金相場の大暴勝 ・大暴務ーも相まって投資商品として関心が集まり、金

ブームの様相を呈していたかと思います。しかしその一方で、私設先物市場や、現物紛L、商法による一

般消費者の被害が社会問題化するなど、様々な困難を抱えたl時代でもありました。乙うした時代の中で、

裁が国の健全な金 賞金属流通を推進する中心的な役割Iを果たす機関が必要となり、 日本金地金流通協

会が設立されました。設立後、この iGOLD& PLATINUMJの出版等による広報活動、各種講演会や研

修会の開催による普及 啓発事業を実施され、今日に至るまで継続されているととは、非常に大きな"j;J)

縦であると思います。

現在、我が国経済を取り巻く情勢は大きく変化しており、金をはじめとする多くの資源仙l絡の高騰、

新興国や資源国の台頭による世界経済の多極化、加境問題などが進んでおり、我が国経済は、このよう

な環境変化に対応し得る経済産業構造に変革していくととが求められています。

このような中で、最近の金 賞金属を取り巻く情勢は、 中国やインドを中心とする新興国における消

費の拡大、通貨や各相]コ壬ディティに対する不安から 「安全資産jを求める投機資金の流入、触媒等の

工業需要における省使用化技術の進歩など、これまでに例を見ないほど大きく変化しており、予illil困難

な局面が存在しております。さらには、取引の現場において、悪質な業者が詐欺行為を行う等のケース

も依然として散見されます。

今後、我が国が金 ・賞金属の安定供給を確保し、 {ぜ全な流通を維持していくためには、技術力の強化

を通じた海外権益の確保、1'1:重な国内資源と位置付けられる鉱物資源のリサイクルのttl進、官民を挙げ
た戦略的な資源外交の推進、正しい知識の普及 ・啓蒙活動などが極めて重要であり、経済産業省といた

しましても、諸施策を着実かつ強力に推進するとともに、警察庁等の関係省庁とも述携して不適切な取

引の撲滅に努めてまいります。

員協会におかれましては、 今後と も金 ・賞金属の流通を阻う業界として中心的な役割Iを*たしていた

だき、一般消費者が安心して金 ・賞金属の取引ができる環境っくりに京献されることを期待しています。

また、マネー ・ロンダリング対策につきましても、従来から他業界に先んじた積極的かつ迅速な取組を

行われておりますが、引き続きご協力をお願いいたします。，

末空ftながら、日本金地金流通協会を築き、継承してこられた多くの関係各位のご努力、ご尽力にあら

ためて倣窓を表しますととともに、日本金地金流通協会並びに会員の皆様が孫々のご発展を遂げられま

すことを心よりお祈り申し上げ、私の扶、拶とさせていただきます。
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前夢IJ左から乾慎太郎副会長‘古宮隆克会長、山口鈍副会畏 植夢IJ左から片桐俊広錨書員長、岡本英調理事

協会設立30周年記念巻頭特集:座談会

『最近の貴金属地金業界を語るj

業界が活性化している今だからこそ、

協会設立当初の精神を大切にし、

金地金の健全な取引と正しい知識の普及に

努めなくてはならない。

社団法人日本金地金流通協会が設立されて本年は、

30周年を迎えることになりました。

今号では、 2∞6年からの5年間の業界動向を中心に、
マネーロンダリング対策の法律の施行、

金ETFの東京証券取引所への上場、

京都で開催されたLBMA/LPPM国際会議に協賛、

金 ・プラチナの価格は、それぞれドル建てで

史上最高を記録などについて、

さらに今後の協会活動の展望なども交えて

語っていただきました。
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巻頭特集 :座談会「最近の貴金属地金業界を語る」

片桐 本日は、本誌の巻頭特集の座談会にお集まりく

ださいましでありがとうございます。今年は協会設立

30周年ということになります。ご出席の皆綴は、協会

の古宮会長、乾副会長、 111口副会長、今年5月まで会

長を務めていただきました岡本理事の4名です。司会

進行は、私がさせていただきます。古宮会長は今年の

5月に、今日ご出席の岡本前会長から引継がれました。

30周年を迎えた節目に会長になられたことで、 今後の

取り組みなど抱負をお聞かせいただけませんか。

協会設立当初の精神を大切に

受け継いでいかなくてはならない

古宮 30年と言う歴史の中で様々なととがあったと思

います。その中でも我々の協会の設立趣旨でもありま

す「金地金の健全な流通機構の整備と正しい知識の普

及Jを図ることによって、一般消費者がいつでもどこ
でも安心して賞金属地金を取引できる

環境の整備に努めてまいりました。

今日、金への注目が高まっています。

それは、サブプライムローン問題を発

端とする世界的な金融危機という流れ

の中で、安全資産としての金が見直さ

れてきているからです。圏内でも近頃

では主婦や若者までが個人デイトレー

ダーとして、 株式の週!朋を積極的に行

っているそうです。

その中のポー トフ ォリオの1っとし

て、金が取り上げられるようになって

いるという話も聞いておりますので、

金の役割は、今まで以上に大きくなっ

ていると感じております。そのような

環境の中で我々は協会設立当初からの 古宮金畏

料事l'をしっかりと受け継ぎ、 一般消費者に対して金の

正しい知識の普及に努めていかなくてはいけないと考

えています。

片桐 この5if.[IJI、金が注目を浴びることが多くなっ

てきたと思います。協会設立以来、 今日まで型事とし

て刷会長としてご尽力いただいている乾さんから、 協

会設立30年の歴史を含めてお話をいただきたいのです

が。

乾 25周年の時の座談会にも出席いたしましたが、こ

の5年間はめまぐるしい変化があったと忠、います。し

かし、 30年前の協会設立というととが、 一番の大きな

ことだと思います。当H寺、日本で金の輸出入が自由化

され、国内では金の取引が完全に自 I~:Iになりました。

これに伴い、金に|測する悪徳商法などが現われ、 一般

消1'1者の被害も続出し、色々と社会的な11:U胞が出てき
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ました。ζのような理由から当時の通商産業省(現経

済産業省)の婆諮で、従来からの賞金属地金協会を発

展的に解消して、 1980iloに発足したのが現在の協会で

す。金の健全な取引と正しい知識の啓蒙活動が主旨で

ありました。金の取引に一般の方々も参入できる場に

なりましたから、初代会長の田中淳一郎さんはととあ

る!主に協会の設立主旨を強調され、健全な役割を果た

そう、啓蒙しようではないかと言っておられました。

片桐 この度、刷会長に就任されました山口さんは、

この業界に入られたのは2007年とお聞きしておりま

す。フレッシュな感覚から、この業界をどのように見

て感じておられますか。

山口 私は2006年まで茶事務機メーカーに勤めており

ました。メーカーで製品を作るということは、 世界で

一帯になるということです。それは、 言い検えれば他

社に打ち勝つということです。そのためには、少しで

も付加日Ii値の高い良い製品を作り出す

ということなのです。それに対して金

の業界は、扱っているものが特殊なも

ので、それが協会の正会員がつくった

ものであり、金でフォーナイン

(99.99% )と言ってしまえば、まあ、

どれも同等に扱えます。その点が一般

の製品とは全く遣い、製品差が無いの

ですから。そうゅうものだからとそ、

各社協力しあって健全に疏通させるの

が一帯大事だったんですね。これだけ

ライバル企業同士が協力してやってい

る世界というのは本当に新鮮に感じま

した。以前勤務していたメーカーとは

異なり、シェア拡大というのではなく 、

全体のパイの拡大というのが業界の目

僚なのだなーと感じているところです。

片橋 大変フレッシュなお話をありがとうございまし

た。続きまして、今年の5月まで会長を務められまし

た附本さんより、乙の5年1mを振り返って、また協会

の30年を振り返って、お話いただきたいのですが。

岡本 25周年の座談会でもお話をいたしましたが、私

自身入社が1987年でした。それから2001年までの10数

年間は、金投資の時代は終わったのではないかといわ

れ、庖頭には殆どお客械が来られない、マスコ ミは全

く注目しない、 相場はずーっと低いままで、鉱山会社

の経営，はどうなってしまうのか・。プラチナ側格は

300ドル台まで落ち、金制絡よりも下がってしまった。

金も低かったのですが、プラチナはもっと安くなった。

全国の特約庖様も殆ど売上げがなく、特約五Eを返上し

たいという戸だとか、当然、賑わいませんから色々な
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イベントを企画しても殆と、関心がない……そんな時代

でした。2001年アメリカで9・11同時多発テロが起こ

り、その後、現物資産が注目されて、 世界中で、ぐー

っと金、プラチナに注目が集まってきました。これが

2005年頃だったですね。そこから先の注目肢の高まり

方というものは、想像を絶するものがあります。特に

中東での戦争ですとか、もともと金に対する信頼が強

かったBRIC'sの国々の経済発展に注目が集まってき

ました。先週も中国に行っていたのですが、テレビで

は毎朝、金制Ij格が報じられています。中国における金、

プラチナの投資問需要、これはもの凄いことになって

きています。級近は金も1，000ドルをはるかに越え、プ

ラチナも1，500ドルとなりました。本当に2000年頃には

想像もつかなかった状況になっています。このような

状況で我々業界に対する信頼と期待が大きいだけに、

以前の盛田商事のような問題が起きると大変な社会問

題となり信頼失墜となると思います。

そのような責任と期待という格段の差

を感じているところです。

マネーロンダリング対策の

法律が施行される

憶会樟立⑬周年記念

ということです。お客様の安全ということが重要だな

ーということを再認識した次第です。

山口 当社もお客緩からのご売却が多くなり、会議室

も使って対応、しました。当社は創業300年になります

が、創業以来のことだったようです。

片桐 協会の田中初代会長は、我々地金商は売るだけ

ではないのだ、売ったものは貨任を持って買わなけれ

ばならない、とおっしゃっておられたのを思い出すの

ですが 。マネーロンダリング対策の本人確認とい

うことは、あまりトラプルはなかったようですね。

古宮 この件につきましては、銀行や証券会社などで

既に実施されていましたので、自然な流れとしてお客

様には受け止めていただけたように思います。それと

前もって協会で広報活動やPR活動を行いましたので、

お客様もある程度理解された上で来庖されており、そ

の結果大きなトラプルはなかったように聞いていま

す。

山口 何でそういうことをするのか、

との問い合わせもあった様ですが、説

明をすると皆さん納得していただけた

ようですね。

乾 マネー ロンダ リング対策に関し

て、 一応、「厳しくなりましたねjと言

われるものの、令が他のI商品とi量って、

金融的ー而もあり、「まあ当然のこと

ですねJと言われるお客様もいらっし

ゃいます。金を扱われるお客J憾の心情

というか、お心は真面白で実直がゆえ

に、 他のものとは逃っていて当たり前

との感覚があるのではないかと思いま

す。ですから、 5E11されるお客様は皆

片桐 この5年の II~ に業界でも様々な

ことがありましたが、2008年3月1日よ

り、 rdsm!による収益の移転防止に関
する法律(マネーロンダリング対策)J

が施行され、 200万円を超える貴金属

の現金取引には、お客機の本人確認書

類の提示が必要になりました。協会と

しましては、広報活動を通じて相当早

L、11寺mからi.¥livWをし、 協会加盟各社に
周知徹底をしていたわけですが、丁度、 乾副会長

i様、身分証明書を携帯されて来られま

法律がi施行されるl時期に金の相場が高くなり、 そのピ

ークの時期と重なったのではないかと思います。(2008

ilo3丹、 1，023.5ドルの高値)

岡本 そうですね。当社の庖頭では、最後のお客様が

お帰りになったのが夜の12時を過ぎてしまいました。

金地金の各小売の庖頭に来られた方は、金地金を持っ

て来ておられる、あるいは金を貿うための現金を持っ

ておられる、あるいは売った代金を持っておられる-

L、ずれにしても、大変な資産を身に着けて持っておら

れる方の安全をどうやって雌保するのかをf砧大限配慮

しなければなりません。お帰りになる際の安全ですね。

帰りがけに事故でも起きると、マスコミで大きな話題

になってしまうなーと。夜111時以降にお帰りになる方

にはタクシー券をお配りしてご自宅まで帰っていただ

きました。それは、夜の電車で何かあったら大変だ、

GOLD & PLATINUM/2010 nO.31 

す。当初、心配していた混乱もなく現在に至っており、

本当に金はありがたい商品だと思います。

LBMA/LPPM国際会議が
京都で開催された

片桐 2008年9月末にLBMA(ロンドン地金市場協会)

とLPPM(ロンドンプラチナ パラジューム市場協会)

の共同でTheLBMA/LPPMPrecio叫 MelalsC冶nference

2008が京都のホテルオークラを主会場として開催され

ました。協会は、この権威ある国際会議に協賛をしま

した。2日目の夜のカクテルレセプションは、 協会が

提供をし、京都の名刺高台奇の庭でImr出されました。
日本で初めて開催される国際会議で、当協会の存在や

社会的な地位を世界にアピーJレすることが出来たと思

っておりますが、 地元の乾さんはどのような思いをも

7 
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たれましたか。

乾 高台寺というのは大変に有名なお寺で、あそこを

借りるということは、単にお金を出したから借りられ

るとういうものではないそうです。それにふさわしい

条件がないと借りられないと思います。それを協会が、

あのような国際的な場に利用させてもらえたのは実に

ありがたいことでした。当日は残念なことに少し雨だ

ったのですが、木々の緑が雨にうたれ、それが照明に

映え、より鮮明になり、大変幻想的で日本的で良かっ

たのではないでしょうか。参加者の皆さんも感激され、

喜んでおられました。

片桐 当時の会長であった岡本さんがオープニングの

スピーチをされました。日本であのような国際会議が

開催され、感慨深いものがおありだったと思います。

岡本 あのカンファレンスは、毎年その時JQJに最も話

題性の高い国で開催されるということで、そのセレク

トの中に日本が選ばれたのは光栄なこ

とでした。確かに過去我々が売ってき

た金地金の現物の盆およびジュエリー

は金地金のiitに換算すると膨大です。

また、:JIif1際にこれだけの現物が動いて

いるということは、海外の方にはなか

なか信じられない、そのようなことが

起きている日本に皆さん集まられたこ

とは、大変な誇りでありました。

が変わってきたと思うのですが、その後、少しずつ金

悩絡が上昇に転じてきました。それが2003年あたりで

したね。2005.6・7年には77ンドからの資金が金に

も流れ込んできました。その過程において金ETFとい

うものが、金の悩格に大きな影響をもたらしてきたと

思います。その後2008年3月までですが、途中で

2006. 7年にサププライム問題が表而化して、所調紙

の資産から現物資産である金の方に資金が移るという

ことになり、ドルに対する信認もゆらぎ、金やプラチ

ナに対して投資資金が入ってきたのです。

岡本 特にペイオフが実施される直前に、銀行からお

金をおろされ金を貿った方たちは、多分今の半分位の

側絡だったでしょう。

古宮 ペイオ7が解禁された2002年4月の金価格は

1，500円以下でしたからね。

岡本 その方たちの中には今、銀行が安定してきたの

で金を売却されて、また銀行に預けた

という方がいらっしゃいますね。

片桐 特徴的なのは、これまでは貿い

取りというとイ ンゴットが多かったの

ですが、今は衡にく金 プラチナ貿い

取り〉の峨が立って、不要なジュエリ

ー買L、取りますというのが自につくよ

うになりましたね。

岡本 まさに今、以前に買ったジュエ

リーを現金化される、そしてそれを実

感されている。これは永い将来におい

て賞金属ジュエリーのためになってい

るのですね。こんなに高くなっている

のですか、と皆さん驚かれるのですよ。

特にプラチナのジュエリーなんか、こ

古宮 私は、この会議開催の前の週に

ニューヨークにおりました。その滞在

中の9丹15日にリーマン ・プラザーズ

が破綻し、所制リ -7ンショックが起

こりました。そのために京都会議に出

席できなくなってしまった方が多くお

られたようです。そのようなこともあ

り、非常に足1~ 、出深い会議なのです。

山口副会長
んな金額貰っちゃっていいのですかー

って。過去に買われた金地金やコイン、ジュエリーを

売却された時のお客械の実感というのは、大変大きな

プラスの影響だろうなと思います。それをマーケット

としてつないであげることが大切ですね。

この5年間、金は勢いを増して

史上最高価格を記録

片桐 乙の5年の金の価絡についてお話いただきたい

のですが、先ほど岡本さんカら2001年までの10数年間

は、金をとりまく環境は暗黒の時代だったとお話があ

りました。それが弱気一辺倒から少しずつ強気に転じ

てきたのは、 1999年9月のワシントン協定で欧米の中

央銀行15行が金の売却を5年間で2，000トンに制限する

と決めました。この協定により鉱山会社への売りへッ

ジがやみました。これが起点だったと思いますが。

岡本 鉱山会祖は、闘止めがないと価絡が下がりすぎ

てしまい、勘弁してよ!と悲鳴をあげていましたね。

片桐 中央銀行の売りがある程度制限されてから潮目

8 

信頼のおける協会加盟会社を

もっと一般にPRを

片桐 協会の正会員になるには、判事nの技術を持って
いることと、品位分析の技術を持っていることが条件

になっています。末端の買い取り業者と消費者との聞

で買い取り価格についてのトラプルやジュエリーの寅

L、取りに際し真偽のトラプルなどが、たまにあると聞

きます。このような問題は、協会会貝には鑑定技術が

ありますから安心してお任せくださいというようなこ

とを一般の方にPRしてもいいのかとも思います。
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古宮 お客様からすれば貝うときも売るときも、信用

できる庖なのかどうかということが一番不安に恕われ

る点だと思います。そういう意味では売買は信頼でき

る協会IJ1l1lit庖でい・というPRも必要かもしれませんね。

片桐 最近の動きですが、サププライム問題以後、金

にお金が流れ、金ETFもどんどん膨らんで2008年3月

にはピークを迎えました。特にプラチナは2，300ドル台

をつけ、すごく高くなり、しばらくは高値安定が続き

ましたがリーマンショ ック以後、 10丹後半には760ド

ルまで下がったということがありました。金も1，000ド

ル超えから870ドルまで下げました。特にプラチナの

下げ幅が大きかったですね。金もプラチナも徐々に回

復し、金は1，000ドルを超え、 1，200ドル前後。プラチ

ナも1，500-1，600ドルで務ち着いています。金が高く

なっているということが7スコミの話題になれば、 一

般の方々にも浸透します。金の取引を利用しての詐欺

まがいの行為など

社会的に見過ごす

ことが出来ない事

例が散発している

ようです。

古宮 昨年、振り

込め詐欺が我々の

業界にも起zりま
した。協会の情報

網を駆使して非常

に早く情報が伝迷

されましたので、

各会員、登録脂へ

注意喚起をするこ

とが出来ました。
岡本理事

金という商品の性

格上、換金性が良いということでそのような詐欺行為

に結びついてしまったのではないかと思います。金の

取引が多くなることは我々にとっては良いととではあ

るのですが、逆に変な形で{吏われることになれば、務

とし穴があり、業界全体のイメージが怨くなる心配も

あります。関係官庁とも述絡を密lこしていかなければ

なりません。

金ETFは、
現物を扱う我々にとって何なのか

山口 金ETFのととですが、機関投資家の方が金を扱

いたいが、 金を大量にri~、込んでも保管する場所もな

ければ保険もかけられない。それに対して金ETFとい

う便利なものが出来て機関投資家たちが只っていると

いう話を聞いたのですが、やはりこのような折に便利
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なものがあるんだなーと思いました。

岡本 金ETFが導入された11寺に一番懸念されたのは、

我々のお客様が金ETFに移られてしまうと今の市場は

消えてしまうのではないだろうか。保管しなくて良く、

現物の裏づけがある、というところで我々の庖頭や特

約庖さんはどうなってしまうだろう・ 。結果としては

アメリカもヨーロ ッパも日本も現物の売買が感んにな

っています。アメリカやヨーロ ッパの造幣局が作る金

貨は生産が追いつかないほど売れているということで

す。金ETFのお陰で金の取扱いが多くなり注目度が高

まり、信頼もあがり、メディアへの露出も多くなり、

結果として一般の方が金貨とか地金を売り買いする、

そんな形になりましたね。

新会長の思いは魅力ある

協会にすること

片桐 Ii主後に協会

30年の節目にあた

り、 今後の新たな

協会の発展に向け

てのひと言を会長

からいただけませ

んか。

古宮 協会設立当

時から最近5$1'-聞

を見ただけでも登

録庄の数が20社ほ

ど減っています。

正会員も 1社、賛

助会員も6社減っ

ています。もしか

したら協会加JW;S 片桐広報委員長

であることの魅力が薄れてきているのかもしれませ

ん。協会としましては、これから新規会員を楢やして

いくための努力をしていく必要があると思います。宝

飾1胞では経営者の若返りも進んでいるとIUIいていま

す。そういった若い世代の方へ向けた情報を積極的に

発信することも一つの方法だと思います。また、登録

庖と正会員との交流が少ないように感じています。

2年に l回の研修会の場しかないのが実情ですが、

一人でも多くの方に参加していただける様に研修会の

内容や実施時期なども含めて見直すことも必要かもし

れません。魅力のある協会にしていきたいと思います。

片桐 会長から今後に向けての問題提起もありまし

た。有i極的な活動をしていきたいと思います。本日は

どうもありがとうございました。

(20JO!I三7円8日実施)

日



南アli公共空通網の不Eと治安面から車社会。
過酷時間織のヨハネスブルクに通じる聡線道路li大渋滞

(社)日本金地金流通協会設立30周年記念の南アフリカ

視察研修が2010年3月19日(金)から同27日(土)までの9

日間の日程で実施された。岡本笑禰会長 (当時は会長、現

在は理事)以下参加総勢21名がアフリカ大陸、そして南ア

フリカとその主幹産業である鉱山業の現状を、まさに目で

見て肌で感じ、知識を吸収し、相互の交流を深めた 9日間

だった。

-ヨハネスフルクを窓口にしたネットワーク

rti半味に位i丘するm77リカはJiliい。日本からは、いく

つかのルートがあるが、今回は成田から有企lEを経由してヨ

ノ、ネスプルクへ飛ぶルー トだった。行きは乗り継ぎの待ち

時fl¥J( 1時間10分)を合め約1911寺山iを裂した。相IJJJした航'全

会村は、キャセイパシフイ yク航空。さらにiti7凶内でケ

ープタウンへの将軍IJはプリティ ッシュ エアウェイズ(英

J]JiJic空)だった。訪問JUの口頭に何故に平11J1Iした航空会制

名の紹介から始めるのか?直行使が飛ぶこのルー l、そし

て航空会社の存在自体が荷7の過去、そしてこれからを見

る材料でもあると思ったからだロ

rti7は1652年にオラ ンダの東インド会Mが77リカの南

端iに街をつくり、 |政州とアジアの海運の rJ'継)，~地(水や食

料の補給基地)として利mしたのが始まりとされる。その
i長戦目Lを経て1910iJoに英述jjiにJ]Iわる。アフリカ大l接諸国

はみないlじだが比較的新しい国である。丹治から乗り継い

だヨハ才、スプルク行きの飛行機は、週末金附日ではあった

ものの満席だったロ'1'11'1系と思しき乗客が大半を占めてい

た。そして続いたのは掛け凶の香港行きもやはり満席に近か

った。サッカーのワールドカソプがImm，される3ヵ円前の
l時JUJである。観光FJ((1なのか何なのか、まず平11川吉:の多さ

に飽いたのだが、その疑問はrti7到着後に解けた。

rti7はアフリカ大限随一の経済規伎を誇る国で名目GDP

は2，872fJ在ドル (201Q"HfUI)。全アフリカの 3i'PIゆjにあた

る。最近は投資対象として斤主|度が上がっているサハラ砂

泌以rfJの47ヵ同を fサプサハラjと11干ぶが、その'1'で群を

tt;l、たr.J'心国でもある@人口は5，011万人 (2009."Jo)で191!!

紀後半に金やダイヤモンドが発見され、鉱業を中心に発展
， 
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南ア訪問記(南アフリカ視察研修)
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してきた。近年では付加価値産業の育成を前而に拘げT.業、

金融、サーヒ'ス業の育成に尽力しており耐7GDPに占める

鉱業の比率は10%程度に Fがっている。日本との|剣係は、

鉱物資源を中心にrti7にとって最大の輸If'，相手凶となって

l、る。折しも今年はrti77リカと 日本が直接的な交流を開

始して100年目にあたる節目の年とのことだった。

そんな南7に現在-(Efjーしている邦人の数は現I也で聞いた

ところでは1，280人とされる。日本人学校はヨハネスプルク

にl校あり生j;g数は31名(小 1-中3)。対して中|主l系住民

の数は外務省のデータではωn人とされるが、それ以上と
いう話もあり実数は不明。今から約10年前の2001ilーには4

-5Jj人規模だったとのこと。多くは3il契約など季節労

働r.で、不法移民も多いと見られるということだった。ア

フリカ諸国には中闘が資i除外交を展開しているのは広く知

られている話だが、資金綴WJにからめ中国製品の輸出在進

め、貿易稲でも柏民地l時代の旧宗主国をJ11'えてト ソプに縦

り I~l~ ているのが現状のようだ。 ヨハネスプルヲ行きの飛行

機のa~t:佐ぶり、また '1 '1];1系釆省:の多さにはそんな í'~);~.があ

ったのである。[応大の輸/1'，相手国はニ yポンjが今後数年

で「チャイナjになるのかも知lれない。実際にショ yピン

グ ーモールを歩く我々に向けて応民が股げかける挨拶は

「ニィーハオjだったが、こ うした現状を知るとむべなるか

な、ということになる。

さらにこの延長線上で;月を進めるならば、近年i1d外から

の直J創生資を促進する政策をrti7政府がとっていることも

あり外資の流入もJf'Iえている。2007年までのデータによる

と以航で7，519f芭ランド(約8兆6，000億円)となっており 、

全体の7削が旧宗主1，"1の失|民|からとなっている。かつて雨

7は法律によりアパルトヘイ 1-(人部隔離)政策を取ってい

たが、英IJiIを含むIltW1キ1"1からの非難決議や絞済制裁の中

でも改めず、結局1961年には英連邦を脱退してまでこの政

策を続けた。I充1Iニしたのは30年後の1991 iJoのことだった。

そしてゆ94年にはすべての人障が参加する総選挙が行われ、

ネルソン ・7 ンデラを大統領とする黒人政権が誕生するこ

ととなった。

足元で昨'i7への直桜股資がもっとも多いのが英凶と知lっ

て思ったのは、英述}J¥J脱退やアバルトヘイト廃止、白人政
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権の終了というー述の流れのなかでも英国との隙i係は営々

と続l 、てきたという事実である ロ 思い歪ったのは \~Iíìfiのヨ

ハネスプルクへの直行使J1Il航会社だった。なるほど 「香港

特ヨハネスプルク (キtセイパシブイッヲ航空)J、「ロンド

ン口ヨハネスプjレク(英国航空)Jさらには「シンガポール

凸ヨハネスプルク(シンガポール航空)Jを加えると、かつ

ての災辿}Iiを結ぶ才、ッ!ワークが浮かび上がる。ロンドン

を起点にこれらは、すべて結ばれているわけだ。l在行使の

存在は、すなわち人の交流のインフラの作自ーを意味し、い

わばユニオン ジヘック ーネットワーク"の存在を:むIJtす

る。かつての rFIの沈まぬ帝国Jの利権は今でも息づいてい

るわけだ。そこに相乗りするかたちで小1:1'1の南7ひいては

アフリカ大陸への進出が続いており、ifI7における中国系

住民の忽JI')に表れているということだろう。lli7は金やプ

ラチすはいうに及ばずクロムやパナジウムなどilllliJ.主がJi'i

しているレアメタル(希少金属)の1!!t'i.~な埋蔵量でも知られ

る悶でもある。その争奪戦に加わった中1]1の再i7への影響

力のは、がりをまずは考えたのだった。

-地下1，000メートル、プラチナ線認の現場

今lulのiti7 ~}j ll:\Iの中心テー 7は、我々が日々取り倣って

いる白金属の生産現場の悦奴と阿国鉱111業界が白かれてい

る現状を知ることだった。 なかでも現場の祝祭は、訪問 I~

的の中心に座るものでまさに百聞は一見にしかず、鉱石の

採lIli!JU'!')から精鋭'工程のプラントを川上から川下までu寺IHJ

を掛けてくまなくl己lる機会を斜たのは、 i尋問れ、体験だった。

ここでは採掠i現助の視察にスポットを当ててみよう。

訪れたのはヨハヰスプルクから高速道路を北西に 21時rlJl

ほどiEったjレステンブルグにあるプラチナ鉱山会*1アング

ロ プラチナムuだった。世界全体のプラチナ生gJD881ン
(2口09ilo)の76%を占める砕<17にあって、 |百!剖は 1-iJ:でその

半分を占めるまさに世界l詰大のプラチナ生産会社である。

2日1:11にわたり早'訓7U寺にiii泊先のホテルを出て同社に赴

吉、社内での朝食に始まり問主lの歴史や鉱区、設備につい

写真1 サバンナを切り聞いた道路沿いに現れる「鉱山J
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てのプレゼンテ-:/ョンや現場視察、さらに昼食を挟み例

察やプレゼンテ-:/ョンとタ主11までスケジュールは満杯と

いう状態だった。鉱山の別)J，)部門、制錬部川、 さらに製品

管理とプレゼンテーションも詳細|に及び、 「寧かつフレン

ドリーな対応に好感度も上封、まさに研修会の色合いの濃

l、悦奴となった。

さて、線網現場の祝祭だが、まず市アの鉱山と聞いて何

を述怨するだろうか?おそらく「鉱山」という日本的表紀

から山中に分け入った所というイメージが鋭いのではない

だろうか。我々が訪れたア ングロ ・プラチナム社のルステ

ンプルグの鉱区は、サバンナに切りBWかれた平山な道路を
111で本っていると~くにiH 鋭、川のサイロに大型のベルトコ

ンベ了、持i:り /1'，されILIMみされた鉱石が現れ、そこが採掘

現場いわゆる 「鉱山jだった(有点1)。一行が入坑したのは、

パソペレ鉱山 (BalhopeleM ine)で rUG2 Jという比較的

新しい鉱脈の採J帽を行っていると ころ。保持i現場に入るに

あたりまず安全管思についてのプリーフイングを受けた後

に'1IiE I二分かれi.¥ti~1Íi Iことりかかる。

まずはお答え。厚手の綿製の作業服に同じくソ yヲス、

同じく綿製の手袋。これは表而lに合成ゴムの滑り止めがつ

いているが左右で亦と緑で色が災なる。1i'[jl'Jでの子信号HI

にも使える代物。さらにヘッドランプ装おのヘルメットと

腰につけるバッテリーや緊急川自主索マスクその他。履くの

は爪先を保護したムー全靴、さらにゴーグルに耳怜。身につ

けて感じたのは、その重さ。この装備で地下深くに滑り、

数HキWIにわたり作業することを考えると、その大変さを改

めて実感。入坑のための個別のチェ ックが口頭とへんメ ツ

トについているセ ンサー憾のものがゲートで自動認議され

るシステムとのfJf川で行われていた。どの鉱Lilでもsu島へ
の人tl¥の管理を厳重に行っているが、自動認識装;立は初め

てだった。

いよいよ現場に人るのだが、パソペレ鋭、I.llは立抗ではな

く斜抗と立っているため、低床式の移動車両を使うことに

なる(写真2・3)。頑丈なスチーJレ製の金網で磁われたディ

ーゼル!/'.でエンジン音がすごL、。装Ip!ljのイメージである。

写真2 現場への格動用車両.低床式で頑丈な金網で保種されている
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車両には膝を抱えて身を小さくして乗るのだが、窮屈であ

るのは否めない。欧米系で体絡のいい人はさぞ大変だろう

と思った次第。111は蹴音をたて中に入ってt、く、狭い坑道

ゆえに出てくる車両との事故を防くために弘ii{rでは、けた

たましい磐箇を鳴らしながら進む。簡単に3聖地はされてい

るがI!!I凸のある作業道だけに、ガタガタ縮れるたびにヘル

メソトが車両の天11にゴツゴツと当たり、思わず首をすく

めることの辿統。こうして20分ほどで地1'1，∞0メートルの

現場に到着。まずはそこで全員で現湯のi'tfJ:者の鉱山技師

から、鉱区の状況や品~n削の方法、安全土の計二J忠点について

プリーフィング。 現J品はいかに事故を ~Jï ぎながら目標とし

た採術鼠を達成するかということで、チーム伽lで競う形と

なっていた。ちょうどワールドカ ップの開催を控えていた

こともあ旬、チームには 「チーム ジャノミンjのようにa.，:t品
図の名前をやl けているとのことだった。 余談だが、)~ステ

ンプjレグにはワールドカ ップの会場となった 「ロイヤル

パフォケン スタ ジアム」があり、日本がデン7ークと戦

った局所でもある。明F中継の折に日本応扱聞の中[こ現地の

人と，'iHしき姿を見たのだが、もしやアングロ ・プラチナム

の 「チーム ・ジャパン」の鉱山労働者ではないかと思ったり

した。ちなみに 「パフォケン」とはルステンプルグ地域に先

制代々住まうパフォケン族にちなんで付けられた名前とき

いた。

プリーフィングの後は、再び班ごとに分かれ、それぞれ

現場の鉱山技師が説明役としてついてくれ歩いて坑内の現

場視察に向かった。J1CI主lは高さ約 lメートル80センチほど

だが、ところどころ低いところがあり、問みながら移動す

る 。 さほど暑さは感じなかったが、ややi~=M立が高 L リ草じ 。

石が転がっており足元は!Il¥い。無意識に緊張していること

もあり、歩き始めてすぐに河をかき始める。天井からの干高

石を防ぐために、議ちそうな部分は敢えて事前に手作業で

務とす現場を見たが、確かにひとつfIo¥l迷えば事故につなが

る作業である(写真4)。興味深かったのは、務盤を防ぐた

めに大型の瞬間J費者百IJを使っていたことだった。天井部分
に<J>前にドリルで穴を空け、そこにA剤、 B剤と連なった筒

写真3'1多動車両から見た抗週入口.右手にメインのコンペアが見える
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状のものを差し込み、そごにボルトを差し込みA、Bの袋を

突き破り混ぜ合わせて接着するというものだった。

進むうちに岩山Lに白のスプレーペイントで印をつけ

rREEFJと表示されたものが現れる。その白紙lは坑道にそ

って走っている。まさにそこがプラチナの鉱脈のf上り処を

示すもので、平均して73センチメートルということだった。

その線のftJlひ・る方向に何卜キロメートルも細り進んでいる

のがrtiア鉱山の実態といえる。ちなみにこれは金鉱脈でも

閉じで、輔の比較的』如、貯が延々と続いているのが同l7の

鉱脈の特徴となっている(写真5)。

保柑iはこの鉱脈を発I品で砕き、その鉱石は枝分かれした

ベルトコンベアで幹にあたる大型コンベアに送り、その上

で地上に運ぶという方法を取っていた。発破j司の穴をあけ

たり、砕いた鉱石の迎措置には、各秘鉱山機械や低床式のブ

ルドーザーが使われていた。鉱山業は労働集約型の産業だ

がコスト削i戚もあり機械化が進んでいる。作業が止まって

l、る現場にも出くわしたが、機械が故障して何人かで修理

をしているところだった。こうした環境のなかで指iり出す

鉱石 lトンの中に含まれるプラチナは約3.1グラム(1オン

ス)。精錬設備の能力に合わせ月間45万トンの保桶iが目標と

のことだった。

持l7鉱山では、黒人政権誕生後の急激な県人優遇策の拡

大のなかで南7を脱出する白人が増え、鉱山業界でも頭脳

流出が深刻化し問題となった。熟練の鉱山技印1Iの海外流出

が生illi活動に影響を及ぼすということが見られたのである。

この問題は今も尾をヲ11、ており、 各鉱111とも労働者のスキ

ルを高める様々な教育t~閉山にも取り組んでいるようだ。 今

回、我々を坑内に誘導してくれた白人技師にIUlt-、たところ

12年前にポーランドから移住してきたということだった。

ポーランドでは炭鉱に勤務しており、再l7に来て収入が上

がったとのことだった。

ところで、アングロ・プラチナム制の位位するJレステン

プルグ一帯は、先にあげたようにパブオケン族の居住地と

されるが、同社のft'l錬所や最終仕上げ工程のプラント内で

は地域のスポーツ大会やその他nv.し物の案内が指示されて

写真4 坑道町落石を防ぐため予拍車ちそうなところは穆嗣に落としてしまう
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いるのを目にした。また同社の敷地内には、スポーツ競技

川と目される フィールドが点在しているのも見かけた。そ

こからは地域一体型の企業運営という方針を読みとったの

だが、見方を変えれば発言カのJifIす幾人地域社会に対し、

企業経営がどう折り合って行くのかを模索しながらの展開

という理解もできょう。このことは、次に訪れた南アフリ

カ鉱山会議所で受けたプレゼンテーションの内容から、鉱

区の先住部族との!日|で探掘権料の支払いが近年生じている

ことが判191した。

-南アフリカ鉱山会議所の訪問

一様々なコスト上昇と戦う鉱山業界

南ア鉱山会総所 (Chamberof Mines of SoUUl Ahi田)は、同

国鉱山業界の元締めともいえる団体で、今以上に鉱山業が

rfJ7の基幹産業たる地位を占めていた際には、政治経済の
両面で絶大なカを有していたところでもある。業界の利益

団体として発展のために政府へのロビー活動を行うととも

に、業界内にあっては淵査広報活動や経営上のアドバイス

などを行ってきた。l尼史は古く南7で大規模金鉱床が発見

された 3年後の1889il'の設立となっている。ヨノ、才.スプル

クの旧市街地メー ン街にあり、かつては大手鉱山の本主iが

車|を辿ねヨハネスプルクの中心地とされた喝所でもある。

現在の市街地は新都心ともいえるサントン地区近辺に移っ

ている(写真6)。

南7鉱山会議所でI;l:，チーフ ・エコノミストや法務関係

者により金を中心としたプレゼンテ-:/ョンを受けたが、

南7鉱山業界の位かれている現状が浮き彫りとなった。

1∞1'1以上にわたり金の生区ーでは圧倒的なト ップを走り統

けて来た雨7だが、近年急激に生産fiIが務ちている。2007

年にはトップの座を中国に19Ht渡し、 2∞91'1ーには219トンと

首位の中国に水を空けられオーストラリア (222トン)に次

いで3位に位但している。ちなみに4位は lトン未満の差

で米国となっている。会議所の説明では、それでもrti7の

輸出の 8%を金が占めているとのことだった。ただし生産

写真5 畠脈に付けられた印.L.G2の11合平均約73センチの幅になっている
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の減少はこの先也統く 見通しで15ilーには140-150トンを予

:!!.tしていた。

こうした急激な務ち込みの背景にあるのは、生産コス ト

の急激な上昇となっている。まず長年の採相jjにより現場の

条例が!lHくなっている。現場が深くなり金鉱山の平均で

2，700メートルとのこと。もっとも深いところはアングロ

ゴールド アシャンティ社(世界第3f.立の生産規模)の鉱区

で3，9∞メ ートルに達している。I血熱については55"Cと、 一

般に伝えられているより高いデータが提示されたので縫い

た。それを労働に適した環境にする冷却技術は世界品市の

ものとしていた。電力使用の50%がこの冷却111にH11、られ

るとのことだった。いうまでもなく市力インフラがfli;ll，会

社にと ってのライフラインのひとつということになる。

そのm力料金がここにきて121ピッチで値上がりしている。
老朽化した設備の更新を目的にした屯力料金の引き上げが

続いており 、2∞9年7月に1;l:3L3%1ニ続き201Qi1とは24，5%上

がった。計画では2011il'に25.8%、 2012年に25，9%引き上げ

られる予定という。この値上げ率也鉱山会議所の働きかけ

で予定より下がったものとされていた。

さらに今回入手した鉱山会議所のデータで興味深かった

のは、 f屯E力料金以外にもあらゆる方I而而て

プ要医悶!が品ることだつた。2008年から2009年に上昇したコ

ストは、持WI現場で使用する鋼材 (24.4%)、セメント

(12，7%)、坑道の梁など補強1f.ff鋼材(12，5%)、掘削除!述機

日目 (8.5%)など広範囲にわたっていた。考えてみれば、こ

れらの紫材、材料はfYIrを含む新興国需要の高まりが値上
がりをもたらした飢11而が強l、。成長がそのまま自らの紫材

産業のコストアップに跳ね返っているわけだ。

以上3点にまとめてみたが、この他にも南ア国内の移動

中に児た風景など、日本国内の視点、では考えられ主いよう

主体験も多くした研修だった。さらに実り多かったのは、

こうした悦察もさることながら、参加者相互の懇親という

機会も得難いもので今後のネッ トワークの醸成にも大いに

意義のある研修となった。

写真6 南7鉱山会踊所t季、いわば南ア鉱山業界の総本山
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